
（様式２）

60 時間

81.6 ％

分類 No 科目名 配当年次 企業等 双方向 実務家 実地 担当教員・実務家名

自由選択 1 【概要】医療倫理・個人情報保護(ガイドライン) 1.5 ／ 1.5 ○ 島井　健一郎

自由選択 2 【実践】医療倫理・個人情報保護(ガイドライン) 1.5 ／ 1.5 ○ 山下　暁士

自由選択 3 【概要】情報リテラシー・情報セキュリティ 1.5 ／ 1.5 ○ 浦田　有佳里

自由選択 4 【実践】情報リテラシー・情報セキュリティ 1.5 ／ 1.5 ○ 鳥飼　幸太

自由選択 5 【概要】診療報酬制度と医療経営 1.5 ／ 1.5 ○ 石川ベンジャミン光一

自由選択 6 【実践】診療報酬制度と医療経営 1.5 ／ 1.5 ○ 櫃石　秀信

自由選択 7 【概要】臨床検査データの標準化と品質管理 (JLACと共用基準範囲) 1.5 ／ 1.5 ○ 康　東天

自由選択 8 【実践】データの標準化と品質管理(構造化、標準マスタと管理、バリデーション) 1.5 ／ 1.5 ○ 武田　理宏

自由選択 9 【概要】診療録記載(コンテンツ、標準規格) 1.5 ／ 1.5 ○ 渡邉　直

自由選択 10 【実践】診療記録(カルテ)の記載、作成について★診療情報管理を行う立場から★ 1.5 ／ 1.5 ○ 阿南　誠

自由選択 11 【概要】医療情報システム総論 1.5 ／ 1.5 ○ 小笠原　克彦

自由選択 12 【実践】医療情報システム総論 1.5 ／ 1.5 ○ 中山　雅晴

自由選択 13 【概要】電子カルテと部門システム 1.5 ／ 1.5 ○ 遠藤　晃

自由選択 14 【実践】電子カルテと部門システム 1.5 ／ 1.5 ○ 高岡　裕

自由選択 15 【概要】医療IT化に取り組む体制(CIO、専門医、医療情報技師、リスキリング) 1.5 ／ 1.5 ○ 蜂谷　明雄

自由選択 16 【実践】医療IT化に取り組む体制(CIO、専門医、医療情報技師、リスキリング) 1.5 ／ 1.5 ○ 谷川　琢海

自由選択 17 医療情報技師とシステム 1.5 ／ 1.5 ○ 原瀬　正敏

自由選択 18 診療情報管理士とシステム 1.5 ／ 1.5 ○ 西山　謙

自由選択 19 看護師とシステム 1.5 ／ 1.5 ○ 村岡　修子

自由選択 20 クラークとシステム 1.5 ／ 1.5 ○ 今田　光一

自由選択 21 薬剤師とシステム 1.5 ／ 1.5 ○ 折井　孝男

自由選択 22 データ駆動型医療における臨床工学技士のかかわり方 1.5 ／ 1.5 ○ 宮城　英毅

自由選択 23 【概要】医療の標準化・最適化(クリニカルパス、EBM、LHS) 1.5 ／ 1.5 ○ 副島　秀久

自由選択 24 【実践】医療の標準化・最適化(そのための医療情報学・医療Big Data) 1.5 ／ 1.5 ○ 白鳥　義宗

自由選択 25 【概要】プロジェクトマネジメント 1.5 ／ 1.5 ○ 岡橋　正明

自由選択 26 【実践】プロジェクトマネジメント 1.5 ／ 1.5 ○ 成清　哲也

自由選択 27 【概要】医療情報システムと医療安全 1.5 ／ 1.5 ○ 松村　泰志

自由選択 28 【実践】医療情報システムと医療安全 1.5 ／ 1.5 ○ 岸　真司

自由選択 29 【概要】遠隔医療・地域連携システム 1.5 ／ 1.5 ○ 松本　武浩

自由選択 30 【実践】遠隔医療・地域連携システム 1.5 ／ 1.5 ○ 三原　一郎

自由選択 31 【概要】災害・BCP・バックアップ 1.5 ／ 1.5 ○ 土井　俊祐

自由選択 32 【実践】災害・BCP・バックアップ 1.5 ／ 1.5 ○ 岡垣　篤彦

自由選択 33 【概要】臨床研究と治験 1.5 ／ 1.5 ○ 安藤　昌彦

自由選択 34 【実践】臨床研究と治験 1.5 ／ 1.5 ○ 柴田　大朗

自由選択 35 【概要】RWDの利活用(電カル、学会データベース) 1.5 ／ 1.5 ○ 中島　直樹

自由選択 36 【実践】RWDの利活用(電カル、学会データベース) 1.5 ／ 1.5 ○ 今泉　貴広

自由選択 37 【概要】医療ビッグデータとその解析(NDB・DPCなどを例に) 1.5 ／ 1.5 ○ 吉村　健佑

自由選択 38 【実践】医療ビッグデータとその解析(DPC、PHR、レジストリ) 1.5 ／ 1.5 ○ 佐藤　菊枝

自由選択 39 海外と日本の状況(世界) 1.5 ／ 1.5 ○ 岡田　美保子

自由選択 40 医療情報システムにおけるベンダーの取り組みと医療DX 1.5 ／ 1.5 ○ 山内　俊幸

自由選択 41 【特論1】これからの医療情報 1.5 ／ 1.5 ○ 森田　朗

自由選択 42 【特論1】これからの医療情報 1.5 ／ 1.5 ○ 大江　和彦

自由選択 43 【特論2】デジタル・トランスフォーメーション(DX)～これから変わる病気の治し方～ 1.5 ／ 1.5 ○ 白鳥　義宗

自由選択 44 【特論2】デジタル・トランスフォーメーション(IoT、ロボット) 1.5 ／ 1.5 ○ 山本　康仁

自由選択 45 【特論3】医療のIT化と未来医療(意思決定支援→AI) 1.5 ／ 1.5 ○ 黒田　知宏

自由選択 46 【特論3】医療のIT化と未来医療(意思決定支援→AI) 1.5 ／ 1.5 ○ 澤　智博

自由選択 47 現在の医療情報に関する期待と課題 4.5 4.5 ○ 白鳥　義宗

47 時間

＊申請する課程で受講可能な全ての科目について記入してください。

名古屋大学医学部附属病院（実務家教員）

名古屋大学医学部附属病院（実務家教員）

名古屋大学医学部附属病院（実務家教員）

地方独立行政法人東京都立病院機構東京都立広尾病院（実務家教員）

京都大学医学部附属病院（実務家教員）

帝京大学（実務家教員）

一般社団法人医療データ活用基盤整備機構（実務家教員）

一般社団法人保健医療福祉情報システム工業会（実務家教員）

一般社団法人次世代基盤政策研究所（実務家教員）

東京大学大学院医学系研究科（実務家教員）

名古屋大学医学部附属病院（実務家教員）

千葉大学医学部附属病院（実務家教員）

社会医療法人蘇西厚生会松波総合病院（実務家教員）

名古屋大学医学部附属病院（実務家教員）

国立研究開発法人国立がん研究センター（実務家教員）

九州大学大学院医学研究院長（実務家教員）

広島国際大学（実務家教員）

独立行政法人国立病院機構大阪医療センター（実務家教員）

日本赤十字社愛知医療センター名古屋第二病院（実務家教員）

長崎大学病院（実務家教員）

一般社団法人鶴岡地区医師会（実務家教員）

＊「企業等」、「双方向」、「実務家」、「実地」の欄に○を付けた科目については、要件に該当することを明記したシラバスを添付してください。

授業科目の概要について

要件該当授業時数：

要件該当授業時数／総授業時数：

名古屋大学　大学院（国立）

名古屋医療情報学プログラム

学校等名：

課程名：

該当時数／授業時数

合計： 科目 総授業時数：

教員・実務家の所属

メディカルデザイン総合研究所（実務家教員）

名古屋大学医学部附属病院（実務家教員）

国立研究開発法人情報通信研究機構（実務家教員）

群馬大学医学部附属病院システム統合センター（実務家教員）

国際医療福祉大学（実務家教員）

川崎医療福祉大学（実務家教員）

社会医療法人財団 池友会香椎丘リハビリテーション病院（実務家教員）

大阪大学大学院医学系研究科（実務家教員）

一般財団法人医療情報システム開発センター（実務家教員）

川崎医療福祉大学（実務家教員）

北海道大学大学院保健科学研究院（実務家教員）

東北大学大学院医学系研究科（実務家教員）

北海道大学病院（実務家教員）

富山大学医学部附属病院（実務家教員）

73.5

一般財団法人医療情報システム開発センター（実務家教員）

北海道科学大学（実務家教員）

千葉大学医学部附属病院（実務家教員）

豊橋市民病院（実務家教員）

九州大学病院（実務家教員）

NTT東日本関東病院（実務家教員）

社会医療法人若弘会 若草第一病院（実務家教員）

医薬品情報標準化推進協議会（実務家教員）

琉球大学医学部先端医学研究センター（実務家教員）

社会福祉法人恩賜財団済生会熊本病院 （実務家教員）

名古屋大学医学部附属病院（実務家教員）

PuREC株式会社（実務家教員）


